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 境峠断層は，長野県西部の安曇村から奈川村を経て木祖村薮原付近に至る，北西－南東ないし北北西－南南

東方向の左横ずれ活断層である．境峠断層では，2002 年に木祖村小木曽細島地区においてトレンチ調査を実施し，

BC 3960（約 5,900 cal yBP）以降，BC 2300(約 4,300 cal yBP)以前に最新活動があったことを示すデータが得ら

れた（吉岡ほか，2003）．しかし，最新活動による変形を覆う地層が斜面に堆積した土壌であったため，活動年代

の限定においてやや信頼度の劣る結果となった．この調査結果を受けて，2003 年度は，このトレンチ地点の約 7-9km

北にあたる奈川村寄合渡地区および同ソグラ沢上流の 2 地点においてトレンチ調査を実施した． 

 調査地点は，寄合渡地点が支流の出口の扇状地面上で，現在では人工改変が進んでいるが，分離小丘とそれ

に連続するリニアメントが認められる．トレンチはこのリニアメント上で掘削した．一方，ソグラ沢地点は尾根状

の緩斜面（段丘面）で，これを切って西側隆起の逆向き低断層崖が連続して分布しており，トレンチはこの崖を横

切って掘削した． 

 トレンチは，各地点それぞれ 2 本ずつ，計 4 本掘削した．それぞれ寄合渡 A トレンチ，寄合渡 B トレンチ，

ソグラ沢 A トレンチ，ソグラ沢 B トレンチと呼ぶ． 

 寄合渡 A トレンチでは，見かけ上西側隆起の正断層成分をもつ断層が黒色土壌とそれに挟まれる黄色軽石泥

流堆積物を切っているのが見られた． 

 寄合渡 B トレンチでは，東西２カ所で断層による地層の変形が確認できた．西側の断層は礫層上に発達する

黒色土壌層を見かけ上東側が上昇するセンスに変位させており，黒色土壌中に挟まれる黄色軽石泥流堆積物をも変

形させている．これに対し東側の断層は礫層直上の黒色土壌を変形させているものの，土壌中の黄色軽石泥流堆積

物は変形させていない．したがって，このトレンチからは礫層堆積後に少なくとも 2 回の断層活動があったことが

読みとれる． 

 ソグラ沢 A および B トレンチでは，見かけ上西側隆起の正断層成分をもつ断層が，段丘堆積物と考えられる

礫層およびその上位の黒色土壌を変位させているのが観察された．特にソグラ沢 B トレンチでは，黒色土壌中の 2

層準に断層崖から供給された崩積堆積物と見られる礫層が挟まれており，これらの層準に過去 2 回の断層活動が

あった可能性がある． 

 堆積物の年代測定結果をもとに各トレンチの壁面の解釈を総合すると，断層の最新活動は BC 2900 以降（BC 

1650 以降の可能性），AD 220 以前にあり，１回前の活動は BC 5720 以降（BC 5660 以降の可能性），BC 4710 以前に

あったと推定される． 

 以上の結果をもとに，2002 年に実施した木祖村細島地区トレンチの結果を再解釈すると，最新活動について

は，細島トレンチで断層を覆う堆積物から得られた年代資料は再堆積の可能性が考えられ，このことを考慮すると

今回の調査結果と矛盾するものではないと判断できる．また１回前活動については，今回の調査で得られた年代に

相当する層準は，細島トレンチでは無層理の黒色土壌中であり，詳細な変形構造が観察できない部分に相当する．

したがって 2002 年の調査では，１回前活動を判読することができなかったものと考えられる． 

 


